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倫理と責任

Service（奉仕）の柱の下位の柱（調和の輪）。参照：奉仕の輪、ダルマ（奉仕）。



倫理は奉仕の道徳的インフラストラクチャであり、Service（奉仕）の輪の免疫システムである。倫理なしには、他のすべての柱が腐敗してしまう。説明責任のないリーダーは暴君である。誠実さのない協力者は寄生虫である。完全性のないコミュニケーターはプロパガンダ家である。倫理的基礎のない価値創造者は、助けを装った害をもたらす。

Harmonism（調和主義）は倫理を高度な研究を必要とする哲学の独立した領域として扱わず、Logos（ロゴス）、つまり宇宙秩序への直接的な調整として扱う。道徳羅針盤は単純である。この行動は生命を維持するか？それは智慧を深めるか？それは関係のウェブを強化するか？「はい」なら、それは倫理的である。「いいえ」なら、そうではない。

このLogos（ロゴス）との調整は、現代思想を支配する偽りの選択肢からHarmonism（調和主義）の倫理的立場を区別する。それは道徳的相対主義でもなく—各人や文化が客観的根拠を持たない独自の倫理を持つという考え—道徳的絶対主義でもなく、外部の権威から課せられるものではない。Logos（ロゴス）は現実の外部から課せられるのではなく、注意、識別、具体的な実践を通じて発見される。倫理的な人は現実を十分に明確に知覚して、それと調和して行動できる。これは規則への単なる従順さではなく、知覚の訓練が必要である—健康から来る明晰さ、瞑想から来る臨在（Presence）、研究と経験から来る智慧。

これは遵守倫理とは異なっている。現代の企業世界は真の倫理を遵守システムで置き換えた—規制と執行を通じて維持される道徳性の外観である。企業は倫理責任者を雇い、操作的なマーケティングを通じて価値を抽出するチームのそばで働く。政府は規制を可決しながら、基盤にある動機は依然として破壊的である。これは倫理ではなく、演劇である。

本当の倫理は遵守の問題ではなく、性格の問題である。誰も見ていない時のあなたであり、間違った選択が利益的で正しい選択が何かを犠牲にする時にあなたが選ぶことであり、人気がなくなる、ビジネスを失う、批判される可能性を受け入れる意志であり—本質的なものを侵害なしにはそうすることができないからこそ。


地図学全体にわたる倫理

Harmonism（調和主義）の5つの地図学は、それぞれ異なる角度から同じ倫理的真実を照らしている—倫理は課せられた道徳性ではなく、現実の実際の構造との調整である。

インド伝統は古典的ヨーガのヤマ・ニヤマを通じて倫理をコード化している：アヒンサ（非害、積極的な慈悲）、サッティヤ（真実を語ること）、アステヤ（盗まないこと、自由に与えられていないものを取らないこと）、ブラフマチャルヤ（生命エネルギーの正しい使用）、そしてアパリグラハ（貯蓄しないこと、所有欲のないこと）。これらは外部から課せられた規則ではなく、Logos（ロゴス）と調整した人の自然な境界である。すべての生命の相互関係を本当に見ている人は害を実践できない。明確に見ている人は嘘をつくことができない。現実の秩序を尊重する人は盗むことができない。

中国伝統はDe（德）を通じて倫理にアプローチしている—多くの場合「徳」と翻訳されるが、より正確には人が道（タオ）と調整している時に自然に流れる力または効力である。Deは努力や規則に従うことで達成されるのではなく、障害を取り除いた人の自然な表現である。道教の賢人は道徳的規則に従うからではなく、彼らの知覚と反応が歪みがないため、正しく行動する。儒教はこれをRen（仁）で補完する—多くの場合「人道」または「慈悲」と翻訳されるが、すべての存在の基本的な親族関係を認識することから流れる自然な慈悲—そしてLi（礼）—適切さまたは正しい関係、その親族関係を具体的な相互作用で尊重する儀式と実践。

アンデス伝統はAyni（アイニ）、神聖な相互性の原則に中心を置いている。ケチュア語の理解では、Ayniは道徳的義務ではなく、重力と同じくらい基本的な法則である。与えたものは戻ってくる。取ったものは負債を生む。宇宙は帳簿をつけている。倫理的な人は、この法則を理解し、自分自身とコミュニティを調整させておこうとする人である。寛容さは徳ではなく、正しい数学である。盗難は罪ではなく、最終的に解決される負債を負うことである。

ギリシャ伝統は理性的な調査を通じて同じ洞察に到達した。ストア派倫理—自然に従って生きる—は別の名前でLogos（ロゴス）との調整である。エピクテトスの「私たちに基づいている」ことと「そうではない」ことの区別（プロハイレシス—理由のある選択）は倫理的明晰さの精密工具である。マルクス・アウレリウスのヘゲモニコン—支配的な能力—へ戻る実践は、判断を周囲の状況による歪みから遠ざけておくためのストア派の方法である。アブラハム的な神秘主義伝統は倫理をナフス（スーフィズム）の浄化、世界の修復—ティックン・オラム（カバラ的）—キリストの自己献身的な愛の模倣（キリスト教的瞑想的）に根拠づける。それぞれは正しい行為を外部的な規則に従うのではなく、内的な調整の自然な結果として構成している。



正当な生計の倫理的方向性

正当な生計—職業内の倫理的立場—は害を与えず、持続可能であり、すべての福祉と調整した方法で稼ぐことを意味する。それは野心の制約ではなく、野心の正しい方向性である。

これは、利益を得られたとしても特定の種類の仕事を拒否することを意味する。捕食的なアルゴリズムを設計できるエンジニアは、そうしないことを選択できる。人々を操作できるマーケターは、そうしないことを選択できる。無用なものを売ることができる営業担当者は、そうしないことを選択できる。これらの選択は当面何かを費やす。また、何か本質的なものを保存する。

正当な生計はまた、あなたがしていることについて透明であることを意味する。あなたの家族、コミュニティ、あなた自身の将来に、あなたがしている仕事について話すのが恥ずかしい場合、あなたはおそらく害に従事している。健全な企業は直接見られることができる。その仕事をしている人々は、彼らが何をしているのか、そしてなぜそうしているのかについて率直に話すことができる。

それはビジネスモデルを構築することを意味し、機能するために害を必要としない。あなたの利益が人々を操作、欺き、または傷つけることを必要とする場合—あなたは持続可能なモデルを見つけたのではなく、最終的に崩壊するか止められる抽出スキームを見つけたのである。



倫理における観照原則

観照が健康の輪の中心である—体信号を聞く、調整された自己観察の実践—倫理的な観照がある。これはあなたの完全性を実時間で追跡する実践である：私は言うことを意味しているか？私は言ったことをしているか？私は述べられた価値と調整しているか？これはモラリズム的な自己警察や神経症的な罪悪感を作る不安な自己監視ではなく、ダルマ的なフィードバックループが性格に適用されている。

倫理的な観照を培う人は、妥協へのドリフトを瞬時に感知する能力を開発する。完全に形成される前に小さな嘘を感じる。彼らの原則と矛盾する行動を合理化している時に気づく。彼らが主張している人と実際に存在している人との間のギャップに敏感になる。この敏感さは負担ではなく、贈り物である。それはあなたが自分自身に認識できなくなるまで年を過ごすことを発見するのではなく、実時間で方針を修正することを可能にする。

倫理的な観照は、身体的な観照を培うのと同じ実践を通じて培われている：注意、誠実さ、不快さを感じる意欲。健康についてあなたの体が何を言っているのかに敏感さを開発するときと同じように、完全性についてあなたの良心が何を言っているのかに敏感さを開発する。



実践としての責任

責任は、あなたの行動の実際の影響に責任を持つことを意味する。それは非難ではなく—自己指向の非難は無菌で無用である—あなたが何を引き起こしたかの冷徹な評価と、それに対処する約束である。

これは個人レベルと組織レベルに適用される。間違いを犯した、過失または誤解を通じて害を引き起こした、または独自の基準に達しなかった人は、何が起きたかを認め、影響を理解し、方針を変えることで責任を負う。これは勇気と謙虚さを必要とする。

組織は本当にする構造を通じて責任を開発する：質問できるリーダーシップ、実際に何が起こっているかについての透明な指標、害を引き起こしていることを示す証拠が表示される時に方針を変える意欲、そして人々—リーダーシップを含む—を結果について、意図ではなく責任を持つ。

説明責任の欠如は、誰もが単に命令に従っていたと主張する組織で恐ろしいことが起きる。頂上の人は彼らが知らないと主張する。真ん中の人は彼らが単に指令を実行していたと主張する。底部の人は何かを変える力がなかったと主張する。これは組織的な臆病さである。



正直さと透明性

正直さは真実を言うことを意味する。簡単に聞こえる。実際には真実がしばしば不便であり、人々を不快にさせ、自分自身またはわれわれが利益を得ているシステムの問題を明らかにするため難しい。

奉仕にコミットした人は、厳しい真実を言う能力を開発する—判断や批評としてではなく情報として。「このアプローチは機能しません。」「この人はこの役割に適していません。」「方針を変える必要があります。」「私は間違いを犯しました。」これらのステートメントは、自我保護より大きなものの奉仕で提供される場合、贈り物である。

透明性は、人々の情報的な選択をする能力に影響を与える情報を隠さないことを意味する：利益相反、既知のリスク、実際の制限を明らかにし、人々の無知に依存して彼らのコンプライアンスを得られない。

これはシステム全体が情報の非対称性に基づいている世界では急進的に聞こえる。医薬品会社が副作用を明らかにしない、技術企業がそれが何のデータを収集しているか明らかにしない、政治家がキャンペーンに資金を提供している人を明らかにしない—これは標準的なモードである。透明性はそれを中断する。



完全性を持つ金銭の処理

Service（奉仕）の輪は物質の輪に接続されている—金銭と物質的資源はシステムの一部である。金銭の倫理的な処理はいくつかのことを意味する：盗まないこと、富を抽出するために人々を搾取しないこと、市場を操作しないこと、合意を尊重し負債を支払うこと、権力の不均衡を利用して利益を抽出しないこと。

それは物事の費用について誠実であることを意味する。あなたの製品が供給チェーン内の搾取を必要とする場合、そう言ってそれを変えるか、または害から利益を得ていることを認める。あなたのサービスが人々を操作することで動く場合、そう言う。人工的な希少性を作成して価格を維持している場合、そう言う。

それは金銭をコントロール手段として使用しないことを意味する。働き手を永遠に負債に保つ雇用主、デフォルトを確保するために条件を構成する貸し手、絶望を搾取する商人—これらの人々は金銭を武器として使用する。倫理的な人は金銭を交換の媒体として、価値の保存として、仕事と持続可能性を可能にするためのツールとして使用する。



現代倫理の腐敗

現代的な企業倫理は真の道徳的約束を行為で置き換えた。企業は多様性責任者を採用しながら実際の力構造は未だに、倫理トレーニングプログラムを実装しながら動機構造は依然として抽出を報酬し、行為規範を出版しながら周囲の文化はその行為規範を続行することをキャリア犠牲なしにはできない。

これは倫理ではなく、演劇である。本当の倫理は、システム、動機、リーダーシップ、文化がすべて何か本物の方向に調整することを要求する。彼らがそうしない場合、倫理的な人は3つの選択肢を持っている：システムを変える、それを離れる、またはそれによって腐敗する。

倫理的でないシステム内で働いている人は本当の緊張に直面する。あなたは収入が必要かもしれない。あなたはその仕事の他の側面について本当に気遣っているかもしれない。あなたは内部からシステムを変えたいかもしれない。これらは本当の制約である。しかし、あなたは費用を知り、あなたがしている妥協について誠実であり、脱出または変革に向かって働くべきである。



倫理と責任としての主権

Harmonism（調和主義）は倫理と責任を主権の表現と見なしている。完全性の人は正しいことをするための外部的な施行の必要がないが、法律や慣習より深い何か—真実で正しいことについての彼ら自身の理解に答える。

これは制御に基づいた力構造にとって危険である。インセンティブを通じて操作することができず、沈黙に脅迫されることができず、原則で妥協しない人は抽出への脅威である。これは最も倫理的な人がしばしば沈黙させられ、周辺化され、腐敗したシステムによって投獄される理由である。

この種の主権を開発することは実践を要求する：間違った選択を拒否する小さな選択、それがより簡単なだろう時に弱者を守る、嘘がより利益的だろう時に真実を言う、隠すことがあなたの評判を保護するだろう時に間違いを認める。

各選択は容量を強化する。小さなことで完全性を選ぶ人は、大きなことでそれを選ぶことができることを見つける。責任を実践する人はそれが自然になることを見つける。誠実に生きる人はその費用が時間をかけて減少することを見つける。



倫理のエネルギー

倫理的な行動には倫理的でない行動に欠けている何か生きているものがある。彼らの価値と調整して働いている人は、彼らの価値に対して働いている人が持たないエネルギーにアクセスできる。不誠実さは疲れている—それは継続的な用心、偽の物語の継続的な管理、暴露の継続的な恐怖を要求する。

対照的に、正直さは解放されている。それは当面何かを費やす。時間をかけて、それはあなたを自由にする。完全性の人は夜眠ることができ、目で自分を見ることができ、率直に話すことができる。これはモラリズムではなく、実用的な利点である。

Service（奉仕）の輪にコミットした人は、倫理はあなたが達成できることの制約ではなく、あなたが持続的に達成できることの基礎であることを理解することに来る。倫理的でない人は短期的には勝つかもしれないが、長期的には勝たない。彼らは価値のある何かを後ろに残さない。彼らは良く眠らない。



全ての輪にわたる倫理

倫理はService（奉仕）の輪に限定されないが、システムの他のすべての輪を通じて放射する。健康の輪では、倫理はあなたの容器に入れるものについての質問である—単にただ良いたしや便利なだけでなく、臨在（Presence）と気づきのあなたの容量を尊重するもの。それはあなたの混乱に依存している「ウェルネス」製品の便利な嘘ではなく、栄養誠実さの完全性である。物質の輪では、抽出に基づいて構築された価値を拒否することである。関係の輪では、倫理は接続を寄生的になることから保つ免疫システムである—誠実さのない関係は遅い腐食である。学び の輪では、それは知的誠実さである—証拠に従う意欲より前信念を守り、あなたが知らないことを認め、あなたの情報源を信用する。自然の輪では、倫理は生態学的相互性として拡張される—自然界から取ったものが義務を作成するという理解。そして臨在の輪、中心では、倫理は全ての明晰さの基礎である—嘘を維持する努力で曇った心は何を知覚することができない。

Harmonism（調和主義）の強さは、それが倫理を専門家の訓練が必要な独立した領域として扱わず、Logos（ロゴス）との調整の調和のあらゆる側面を通じてそれをさせることである。健康を実践すると、倫理を実践する。作成すると、倫理を実践する。関連する時、倫理を実践する。全体のシステムは完全性を構築する。



参照：ダルマ（奉仕）、リーダーシップ、価値創造、職業、コミュニケーションと影響、奉仕の輪
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